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序　章　石 ･ 水 ･ 祈りの空間
　１　沖縄、その石造建造物の多さ



















































































































































　 うふや　桁行 10.7 ｍ × 梁間 9.6 ｍ　寄棟造、本瓦葺
　とんぐわ　桁行 8.5 ｍ × 梁間 8.7 ｍ　寄棟造、本瓦葺
あさぎ（１棟） 木造　桁行 8.6 ｍ × 梁間 7.5 ｍ　寄棟造、本
瓦葺
籾　倉（１棟） 木造　桁行 4.8 ｍ × 梁間 3.9 ｍ　高倉、寄棟
造、本瓦葺
前の屋（１棟） 木造　桁行 10.4 ｍ × 梁間 5.9 ｍ　二階建　寄
棟造、本瓦葺
ふーる（１棟） 石造、間口 6.4 ｍ × 奥行 4.7 ｍ、周囲の石牆
及び豚舎よりなる
　附・ 石牆　２棟、東石牆；折曲り 19.9 ｍ、西石牆；折曲り
25.9 ｍ、中央口石敷を含む・ひんぷん　１棟、石塀；折
曲り延長 16.6 ｍ、出入口２所を含む
　宅地； 1560.67 ㎡　106 番地、左地域内の石垣、石牆、石畳
及び井戸を含む



















































































































う（第１章図１−０ｂ、第３章３−２・３−３、３− 10 〜３− 15、


































































































































































沖縄の石 ･ 水 ･ 祈りの空間力―北中城村 ･ 中城村 ･ 宜野湾市の石造物―　21
表２　荻道・大城の重文中村家近辺の井泉 11 か所
No.　名 　 称 所在 a. 井泉の形、b. 規模　 幅 × 奥行，深さ（ｍ） 湧水口数 c. 屋根有無・柱数 d. 防災金網の有無 備　　考
１　アガリヌカー 大　城 長方形　　大　　6.29×1.18，1.36 ３ 屋根有・２ 水中
２　チブガー 大　城 　〃　　　中　　4.35×1.26，1.00 ３ 無 無 大城最古のウブガー
３　イリヌカー 大　城 　〃　　　小　　2.76×1.05，1.20 ３ 屋根有・１ 水中 村指定史跡
４　アカタガー
　　（アサトガー） 大　城 　〃　　　小　　2.10×1.57，1.05 １ 陸屋根 屋根前面に金網
５　イリヌカー 荻　道 　〃　　　中　　3.20×1.10，0.95 １ 無 上部に斜
６　タチガー 荻　道 　〃？　　中　　測定不能 無 上部 上部全体を布状のもので被う
７　イーヌカー 荻　道 　〃　　　中　　3.27×0.90，0.95 ３ 無 水中
８　メーヌカー 大　城 　〃　　　小　　2.60×1.33，0.90 １ 無 上部金網
９　ヒージャーガー 荻　道 　〃　　　小　　2.76×1.05，0.96 ２ 陸屋根・１ 水中 大正 15 刻銘。荻道中心部
10　アガリガー 大　城 　〃　　　中　　3.55×1.30，0.91 １ 無 水面上
附11　ムラガー 喜舎場
　〃　　　大　　5.14×1.74，1.23 ３ 無 水面上 飲料水用
　〃　　　中　　4.35×1.38，1.10 ２ 無 水中 洗濯ガー。大正７年の銘
図１−０c　中村家近辺の共同井泉 10 か所の分布図
１b　水槽幅が広く約 6.3 ｍある。正面に２本の柱を建て前にシーサーを飾る １c　井泉水槽の中をみる
１a　井泉周辺の環境（図中の番号は表２と共通する）　　　出典；『北中城村の文化財』
●１　アガリヌカー（大城）●
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10c　井泉の左端部−隅に香炉が置いてある
11a　 環境−大小２基のからなるムラガ （ー村井戸）。写真の左手上方がウフガー、
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　中城城跡には、沖縄を代表する３種の石垣「布積み、相方積み、
野面積み」の典型的な見本が備わっている。

























２− 14 〜 17　護佐丸の墓の石垣細部　左から墓中央部から左半部・左半部の石垣・中央の香炉・墓の右半部
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　３　中村家住宅の石造物　（図２− 18 〜２− 28 ）




























































































































































































高さ 2.4m。御轎を入れるときに開く墓口は幅 1.7m、高さ 2.4m。





































　１−２　大謝名メーヌカー　市指定文化財・史跡（図３− 16 〜 18 ）
　大謝名メーヌカーは、市立大謝名小学校の裏門側の丘陵の裾
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３− 16　大謝名メーヌカー−水口３か所。貯水槽を設けずに玉石３段を階段状にする。上部中央に香炉を作る。正面は切石積み、背面・両側の２段３段は野面積み
３− 17　井泉にいたる石段からみる−水口に対面する石垣の中央に円形の水抜きがある ３− 18　井泉に導き降る石段
●大謝名メーヌカー●（図３− 16 〜３− 18）






●森の川（井泉）●（図３− 19 〜３− 26）
３− 23　石門と石段詳細−石門の内法高は約 1.3m
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３− 25　円形井泉の水槽詳細−幅約 1.3m
３− 27　 森の川西森御嶽の石門と両脇の石垣。石門の内法幅 1.45 ｍ、同高 1.92 ｍ、全高 2.22 ｍ。板扉の高 1.45 ｍ。石垣の長さ左 8.27 ｍ、右 8.50 ｍ、同高 1.45 ｍ・ 
基底部幅 1.12 ｍ・上部幅 0.95 ｍ
３− 28　石門にともなう祈りの諸設備 a, b, c, d 詳細
３− 26　石垣積みの水槽アルコーブとその前の香炉
↑ａ ↑ｂ ↑ｃ ↑ｄ
●森の川（御嶽）●（図３− 27、３− 28）

























●墓地　小禄墓●（図３− 29 〜３− 32）
●附　沖縄の石垣の３種別●　パンフレット「世界遺産中域城跡」による












































































 • 福島駿介『沖縄の石造文化』（1987.9 沖縄出版）；［福島 1987 ］
　 沖縄の石造物を総合的に取りあげた文献。内容は次の６章か
らなる。「１ 沖縄の石造文化とその周辺、２ 石造建造物の調
査、３ 石造建造物の歴史的経緯、４ 石造建造物の技術と意匠、
５ 石造建造物と石材、６ 風俗・習慣に関わる石材」。石造建
造物を６種に大分類する。
　　　◎城・門・遠見台　　◎御嶽　　◎墓　　◎橋・道
　　　◎井泉　　◎住宅関係
　出版事業が盛んな沖縄県にあっては、上記の他にも文化財関
係の出版物が数多くある。
【付　記】
　本研究は、㈶トステム建築産業振興財団　平成23 年度（第20回）
助成研究 『「日本民家史研究の集大成」のうち特に中世近世につい
て調査研究』の一部をなすものである。本稿では沖縄の民家に
かかわる石造物を中心にしてとりあげている。ここに記して㈶
トステム建築産業振興財団の研究助成に対して謝意を表したい。
